
木造
も く ぞ う

不動明王
ふ ど う み ょ う お う

立像
り ゅ う ぞ う

 

 

 

 

鎌倉時代の作と思われる一木造りの仏像で、

興
こう

教
ぎょう

大師
だ い し

の作といわれています。材質はひのき

材で眼は玉眼になっています。円明院は長江山

聖伝寺と号し、千葉県流山市にある東福寺の末

寺であり、寺領 10 石を有し、末寺 13 ヶ寺を支

配した大寺でした。 

像高 87.5 センチ/材質ひのき材 

■ 種別 

有形文化財 

彫刻 

■ 指定年月日 

昭和 5５年 3 月 18 日 

■ 所有者・管理者 

円
えん

明院
みょういん
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